
18広報いが市 2017 年（平成 29 年） ３月 1 日号19 広報いが市 2017 年（平成 29 年） ３月 1 日号

まちかど通信

　伊賀市役所本庁舎で、2017 地方創生高校生ワークショップを開
催しました。
　これは、若者の市外への転出や人口減少といった課題を解決する
ため、伊賀の将来を担う高校生とともに伊賀のこれからについて考
えるために企画されたものです。
　この日は、市内４校から１・２年生の生徒
14 人が参加し、伊賀市や自分たちの将来に
ついて考える日となりました。

2017 地方創生高校生ワークショップ
（２月５日）

私たちが創
つく

る未来の伊賀市
▲

生徒たちの発表した意見を聞いた後、市長
　がそれぞれに対して講評しました。

▲４つのグループに分か
　れて、伊賀市の魅力や
　将来の仕事にまつわる
　２つのテーマについて
　話し合いました。

▲グループでの話し合い
　の意見内容を発表する
　生徒

▼家族が見守る中、力を合わ
　せて一生懸命綱を引く子ど
　もたち

　阿山 B&G海洋センターで第 12回伊賀市長杯綱引大
会兼伊賀市綱引選手権大会が開催されました。
　この大会は地域、世代を超えてふれあいを持てる機会
をつくろうと毎年開催されるものです。試合は、「一般
男子の部」「男女混合の部」「小学生の部」「幼児の部」
の部門ごとに行われ、参加したチー
ムはそれぞれ力の入った試合を繰り
広げていました。

第 12 回伊賀市長杯綱引大会兼
伊賀市綱引選手権大会（２月５日）

「きづな」の力

▼この日は 10チームが参加し、綱引
　きを通して地域の絆を深めました。

▼選手たちはお互いに声をか
　け合いながら力いっぱい綱
　を引いていました。

　青山小学校体育館で、カローリングセミナーが行われま
した。
　カローリングは、氷上のスポーツであるカーリングをヒン
トに生まれたインドアスポーツで、ジェットローラと呼ばれる
車輪のついた円盤を投げ、ポイントゾーンの中心に最も近い
位置にジェットローラを停止させたチームが勝ちとなります。
　参加者は、ルールなどの説明を聞いた後、実際にカロー
リングを体験しましたが、なかなか思ったところに投げら
れず、苦心しながらも熱心に取り組んでいました。

カローリングセミナー（２月 11 日）

新しいスポーツに挑戦

▲投げ終わると得点を数えて、
　チームの勝敗を判定します。

▲狙いを定めてジェット
　ローラを投げる参加者

▲カローリングのポイント
　ゾーンとジェットローラ
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　観菩提寺で「正月堂の修正会」が行われました。
　修正会は約 1260 年の歴史をもつと言われ、県の
無形民俗文化財に指定されています。
　11日には、五穀豊穣と厄除を祈る「練り込み」と

いう行事が行われ、節
せ き の と
句之頭と呼ば

れる７つのグループがそれぞれ供物
を持ち、威勢のいいかけ声を上げな
がら本堂まで練り歩きました。

正月堂の修
しゅ

正
しょう

会
え

（２月 11・12 日）

春を呼ぶ伝統行事

▲

雪の降る中、練り込み
　を見ようと多くの人が
　集まりました。
▼大人に負けじと子ども
　たちも威勢よく練り歩
　きました。

▲正月堂に納められた鬼
おに
頭
がしら


